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（様式	7：電子媒体）	

（若手研究者海外挑戦プログラム）	

-	2	-	

 

 

②戦後フランスにおけるアダプテーション作品の歴史的考察：『あこがれ』に関する論文を準備する

うえでトリュフォーがアダプテーションについて論じた文章、とりわけ「フランス映画のある種の傾

向」（1954）の再考が必要であると考えた。文中で言及される作品のうち日本では入手不可能なもの
を重点的にフランス国立図書館で視聴し、補足的に戦後フランスにおけるアダプテーション作品の考

察を行った。また、同時代の映画批評の場で盛んに行われたアダプテーションの議論を整理・検討し、

トリュフォーのテクストとの比較材料とした。 

 

6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2	ページ程度を目安に記入すること）	
	

【研究成果発表等の見通し】	

	 本プログラムでの研究成果については、まず一部を『あこがれ』論としてまとめ、2021年３月の

『映像学』に投稿する予定である。その他については『映画研究』と『表象』への論文投稿を考えて

いる。それらはすべて最終的に博士論文として統合させていく。	

	

【今後の研究計画の方向性】	

	 トリュフォーがアダプテーション作品において原作のテクストを引用することはよく知られている

が、今回の調査をとおして原作のジャンルによってテクストの使い方に差異があると分かった。した

がって今後は、原作のテクストの使用法で12作品存在するトリュフォーのアダプテーション作品を分

類し、語りの構造の翻案について考察を進めていく。そのさい、原作から映画への翻案過程を示す脚

本資料は、トリュフォーによるアダプテーション方法を解明するための重要な手がかりとなるだろう。	

	 また、トリュフォーの映画制作過程において「書かれた映画」として存在する脚本は、それ自体が

独自の文体を獲得している。そのような脚本と映画の関係性を明確化するために、言葉と映像あるい

は文学と映画という観点からすでに多くの研究がなされているジャン=リュック・ゴダールやエリッ

ク・ロメールなど同時代作家における脚本／映画の関係性と比較していく。	

	
7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2	ページ程度を目安に記入すること）	

 
	 今回の派遣で何より有意義だったのはトリュフォー研究の専門家であるDe	Baecque教授による指導

を受けられたことである。夏季休暇期間を除いて月に一度対面／オンラインでの面談があり、そこで

トリュフォーに関する膨大な先行研究についてその方法論を整理しつつ議論できたことは、自身の研

究の方向性を明確化していくうえで非常に重要だった。また、De	Baecque教授のセミネールではまず

ジャン・リュック・ゴダール作品が、続いてクロード・シャブロル作品が課題として設定され、トリ

ュフォーと同時代の作家に関して考察する機会を得た。そのさいフランス語運用能力が向上したこと

も成果の一つである。	

	 次に、シネマテーク・フランセーズでのトリュフォー関連資料の調査は博士論文を執筆するうえで

欠かせないことである。先述した４作品の脚本資料はとりわけ博士論文の軸となる作品であり、この

段階で収集できたことは幸運だった。	

	 さらに、専門分野を横断する院生とフランス語で書かれた物語論に関する読書会を行い、古典から

最新の研究までを網羅的に検討できた。それぞれ異なるメディウムを研究している院生と語りの問題

について議論した経験は、今後の具体的な分析対象の一つとして「ナレーション」を設定することに

繋がった。	

	 周知のとおり新型コロナウィルスの影響で国や地域を跨いでの研究は非常に困難な状況にある。調

査先のシネマテーク・フランセーズやフランス国立図書館、派遣先の大学が長期間閉鎖となり、当初

予定していた研究計画のすべてを遂行することはやはりできなかった。しかしこのような時期でも海

外に滞在して研究を続け、ロックダウンの合間を縫って調査先に出向き資料収集ができたこと、それ

を可能としてくれた環境に心から感謝したい。


